
2017年12月15日 

＊駅舎全体のLED電飾イルミネーションの点灯式 
＊クリスマスデコレーションのツリーパネル設置 
＊福祉施設への献金につなげるクリスマス募金活動 
＊駅に隠れるキャラクターを探すクイズキャンペーンスタート 
＊地域の小学生や幼稚園児などを対象としたお菓子交換イベント 
＊あたたかい飲み物を駅利用者に無料提供するサービス 
＊クリスマスソングの演出と、中学生による生演奏も 

News Release 

素敵な駅をつくる産学協同『八幡前駅プロジェクト』 
２０１７クリスマス・イルミネート・デコレーション点灯式 
＆福祉献金募金や温かい飲み物提供イベントを実施 

報道関係者各位 

× 

日時 2017年12月20日（水） 15：00～16：00頃 

場所 叡山電車「八幡前」駅ホーム 

【本件および取材・報道に関するお問合せ】 

同志社中学校 入試広報室（担当：古城 090-9042-8921） 

TEL：075-781-7253  MAIL：chugaku@js.doshisha.ac.jp 

叡山電鉄株式会社 総務部 

TEL：０７５－７０２－８１１０ 

 「八幡前駅プロジェクト」は、同志社中学校の有志メンバー18名と、叡山電車とのプロ
ジェクトチームによる産学協同！現在で、6年７期目を迎えています。  
 今期のプロジェクトのコンセプトは、『ココアツ』です。八幡前駅を舞台に、「ココロがアツくな
る・あたたかくなる」そして、「ココに集まる・ココで集める」という願いを込めて、八幡前駅や
地域を盛り上げていく企画を実施していきます。 
 また、これまでの実践内容を評価され、今期は、この「八幡前駅プロジェクト」が、公益財
団法人交通エコロジー・モビリティ財団より、『モビリティ・マネジメント教育にかかわる学校
支援制度』に選定され、「人や社会、環境にやさしい」という学びのテーマにも取り組んでい
ます。 
 より地域への貢献を意識した取り組みにする命題を帯びた、この産学協同の取り組みを、
またぜひ継続して取材いただきたくお願い申し上げます。 
 

 地下鉄開通後、八幡前駅の通学利用者は中・高全体の約1割ほどまでに激減し、また周辺地域の住民も少子高齢
化が進み、過去の活気を失っている八幡前駅。「町の人にとっても、同志社にとっても大切な八幡前駅を、もう一度素
敵な駅にしたい。」その思いで、これまでに「手すりの塗装」「壁新聞の季刊発行」「クリスマスデコレーション」「駅の全面
改装」「マスコットキャラクター ハト駅長の開発」「旧チャペルイスの寄贈」「岩倉ブレーメンとのパンのコラボ商品発売」な
ど、数多くの取り組みを行ってきました。まだほかに珍しい、中学生が社会と連携するＰＢＬ教育として注目されています。 

What’s 八幡前駅プロジェクト 
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八幡前駅プロジェクトは、 
これまでも記事に取り上げていただきました 
（2013年3月19日京都新聞朝刊 宇都寿記者） 
（2013年12月19日京都新聞朝刊 浅井佳穂記者） 
（2016年1月16日京都新聞朝刊 浅井佳穂記者） 
（2016年6月24日京都新聞朝刊 後藤創平記者） 
（2016年12月21日京都新聞朝刊 太田敦子記者） 
（2017年3月28日京都新聞朝刊 太田敦子記者） 
（2017年5月27日京都新聞朝刊 太田敦子記者） 
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